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日本海マス流帝国漁業調査試験
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目的

日本海ナケ， マス類の資J原状態と，王手、ぷi})f-~ iょ

にヲi続き R水研の昭和 39年安司 _it:.:{tj・アス

君主と監視に当った。
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謁査経過

東奥丸は 3J:j I 1日 .3 8 主E受日ぶ海 l忘売量生均え)司王まをすp:.[:~ ， 3庁.3E-j-..句 4日にかけて日本海

定線観測( 4 1 u線及び松前線)を実施し， 3 fj 1ι 日ぷ竿芝日本海マス穴熊品業jj¥桜草備のため大

畑港に廻航， 4月 1日諸準備を完了した。

4月5臼己ヲ-5 3混区において本年受第 1@J函の試験操廷を行なったっ以来 5弓ヱ 2弓まで 52 

日間に操業回数 1 2 回(出 1魚事は 23(~'~) となっている。

本調査期間中の延使用反数は1.080反で， マス類の終漁獲尾数 i，1 8る尾となってまさり，)魚種別内訳

はカラフトマス'1， C) 7 6逗(9 O. 8じるわサクラマヌ 10 8 尾 (9.2'0)となっていゐ ο 又反当り穫網

尾数は 1.1宅で前年度の1.6屠に比べ Cち尾少なくなっている。

試験船による過去 10ヶ年の反当り催絹這数は次云の通 iであξ。
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N 調査結果

東奥丸は例年通り白木研の「昭和 39年度日本海マス調査:愛情」に従って L足3日より試験謝査

を実施したが，天候不順のため操業[，，]数が 12屈に止まった。本年度は 5fi .， 2白.39年度事業計
画に基く太平洋スルメイカ漁毎況調査準備のため， 日本海マス流縄漁業試験乞終了した。本年度の

海況，漁況の概要は次のとおりである。

a.海況

本年度の海況の特徴として;む と ß~ [b勾(J';l三宮直木夜¥口._i ミ工己 jは極言。絞J、南のほとんど全

域で平年並か禍低討':0.50 C樟受)で糸川津軽々挟歯車;では子年より 2'(:以上高く，暖流各分

校全体が強勢であったことが志;f られる>;~~， この現象は咋伎にととべると昨年は実常冷dt現家の出

:り白書G[~;本海域は平年よりつ ， ，~。く‘北部包本海域では平勾より l OC低温現象を示して

し、た。

4月に入り表 !t，くj船主 3月中旬より全般に 1OC:;昇討したが，下曹'，1'-令f、の勢力が強〈， i沿岸域では

例年より昇温率が低く，平年より一日::'C複立ほEiiこ経過している。

文沖合媛ぷitの弟 2，第 5分校は 2)j T旬より流量かlき泌し， 4 A F自]に盃って更に培加の傾向を

示した。このため穏主主~入道i湾問の海域では暖流が 1中合にt法廷し， ，台出域の流速は弱〈なってい;
る。然し 10 0 1且瞥以深のぷJ量点平年に比べ毒干しく f!f溢であったっ

一方冬季の帯状冷水域は，L月下旬ま刊続レ℃いたが， .3月上旬よりq.'茨持の冷水域iこ変化した。

叉山陰沿岸にあった 2つの冷*域及び佐渡北方のさ 90N付近の弱い冷本主主iま共に急速に発達し，

大規模な傾向を示した。

4月下旬に至りとの傾向は益々増加し特に入選t ':'ぷe

に入つてこの;冷令水域は南t姐sの方向iにこ占拡土大したためj北tよ暖済流-志ぷ:]強主努努.となつてきだG
b.漁況

本年度の日本海マス流網漁況を勾号Ijに見てみると，

3 }3初旬=殺号室録制崎::~ ::: G;:室付近から佐渡弾崎 N.Ai ~， "-N~; 三 3 町議よ筆業)イおE[~.船Jl Ii中W

2 5' (飛島)付近で安当り 4 口E言~最高き IIf'~， 又!_~¥{百円てーは lJ¥冶 r乙8i f.i:(_~で反当') 3. 0尾位

5月中旬=録制尚N20' -)司仲ろ 90 N付近及び勾煽~貴重上程行ょ三で r づ-/..!':":/7 (サクラマス

7 50/0-7 00/0 )，又大和堆南側で反当1)1. 6足(プクラマス約 3li (.!;'[ )ととってしる。

3月下旬=1左i愛感主主礁~飛島にかけて反当りむ，6，-，-:.. J這， 手う産主~新樵-.~ i~:'J説付えでは反当 1)

0.8--1.5 尾，最上堆付近でi 三隻'~:( 17，--23安で反当.)3.0-3.9主，泣海洋崎V/-...N'W5 iJIでは反当

り完全高 3.3宅~最低 O.7尾，又録剛崎と大和騒を結ぶ線とでは反当り J.6-2.[;議

4月上旬=4月上旬における各県船団の漁況は次のとおりである。

石川県船団=鍋倉島 N 38)以北i毎減で反当り1.3-..，6.5雇。

富山 ク =猿山沖 ViNV/57:，討W 1 5' --5 5' -" 1 C iJ'，録附尚 ;，JV{7 c/で反当り 3.0逗

新潟 ク =沢由民CWNVI 5 5--1 0 ;/--弾崎NNW4，]' ._己己'で反当ッ ゥ............. 毛，試験船越路丸=弾

崎 NNW50'，反当り 3.5 逗又 ir( Jf奇 ~JV(/-:~ 6; ~.c: Lえ当勺 ~.8 尾

心i彰ク =巣島沖 N~::J 5 5'--;$ [If.:ti:小
九3月下旬!百J縛占星川 二 3-P. ~.C) で7ミ当 t) 4.3-": i逗，

秋田 ク =人道』湾沖1N2CJ--7:/j江南，土:h奇-vV.......，W.3W2 J--いさfで反当');， 5-"'3.5尾，叉人道ill奇

íli25'~40'i中 l言じくるゲ ---75'('中 bZ è ~_} '1.4--.三己主三

青森 ク =久六島r.flN - NW 8'~ 1 7'民 NiN3 '3/で災当り1.3-' 3. C 忌
4}:j中，下旬=大和地 sW 1 0 0'で 0.2-5口渇え S 30'付近で反当''':!こ 12尾の船もあった，又
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5単崎沖NN W 4 0'-人道崎W 1 0 0'聞で 0.7-5.0尾，青森県小泊沖 60付近で 0.3-4. 5尾，
4月 18日410 0 0' N 1 39:) 0 0' Eで反当り 13日i毛の船もあった。

5月上旬=大和准周辺で反当り O目 2- 5. 0尾，春風、准 NN W 3 0'で反当り S..=-; '::l，人道W 1 0 0' 

で反当り O.5 - 5. 3尾， 5単崎 NN W 5 0'で反当り 4-7尾，久六局 30'-ノ三局海域で反当り 2.0 

--8.5尾債沖N/W30'付近で反当り 2.5-8.0尾

5月中旬z 春風堆西部漁場反当り 0--3.0尾， 4 1.0 0 0' N， 1 3 1 0 0 0' で 2.0 0 0尾，入道崎W

1 50' --大島周辺で反当り O.3 - 5. 5 - 7. 3 尾，神威;早~; W 4 0'で反当り1.0 --9.日尾，余市沖

合N/W-N/E30'で反当り 5.0--1 0.0尾，余市 N/E  6 0'付近で氏当り 2.0-9.0足，と

なっている。本年変当業者船による操業状況は別表ωとおりであるの
。.(d合iJlJ穣割問 ，t6r.
本年受試主主.，:iによる目合目IJ反当り催綱率は次のとおりであった。 91粍( 3. 0ナ)1.451も

9 Aバ( :_， 1 'l" ) 1. i 0 f'f: ， 9 7内(3. 2寸)i.!，毛， ! Uυ--103粍( 3.3寸-3.4づ)
U. 5 9尾で 9 1担軽(3. u J )が催倒率が最もはく i L， --1Jす粍(3. .3寸--3. 4七)J)大きい
白令に援がギが悪かった。

d.魚体調査

本年度の魚津，1調査はカラブトマスを対象に，操業毎に 30尾行V."1 2回で総魚体誠査i三数は

ろo6尾行なった。本年度カラフトマスの体長範間ぷ::;5C沼--5Gcmまで'):'， モードの山は 39c況

となっている。

4月中におけるカラア「マスの体長組成と 5月中の体長組成を比較してみると 5丹中のものが 4

J1中の魚体に比べかkり大きくなっている。

叉本年度のカラ寸トマスのi雄主差別法梢比率は 30る逗の内平が 64.4 7c1 古が 35， 50Sで手が多

かった。

巴.塩!議:旬、重量換算比

4月 29臼試験i訟により漁獲したカラフトマスについて塩i成魚重量の換算率を必定した。この

方法は .30 t主の鮮魚、体重:を 1尾ごとに測定し番号を付Lて， 1たの漁獲物と全く同様の処逆方法で

塩設し，帰港後i五j一個俸の塩蔵魚体重を再び(経過H寺町 3'¥特喧)制定したものである。 測定の

結呆は次のとおりで，

鮮魚、総重量( 3 0尾) 31，100 g， 1尾イマ均体重 て， J36. I fJ 

塩蔵魚総重量(五日尾) 23，3 7日9 タ 77?O{} 

差 51 重量(3 0尾) 7.7 3 0 g タ 257.7 Ij 

結局，塩蔵魚重量を 33.U 8%1曽したものが鮮魚、の重量であり?鮮魚三重量の之4刷86~o が塩岐により

減少する。

f.精密調査

精密説査は内蔵及び燐を日，水，酬に送付し誠登を依頼した。

V 考察

本年度マス流綱凝況は全般的にみて昨年変より精良好なィ則菱、乞以ゐたよさであるが漁場が比校内

広範囲に分紋した崎向がみらオ守した。又本年度は冷点滅の移動に伴い以上l援流の第 2，第五分校が犠

強したため魚群の北上速度がヰまり前年度iこ較べ沖合-.Jヒ偏の!国向をみせた。これがため符に本県

船団にとって不利な条件が重なり前年度より品換が下創った船が多く従って今後はi中合系統鮮の崩

発補促に重点が長かれるようになって来た。
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昭和 5 9年度カラフトマス体長組成
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M 昭和 39年 日本海マス流梢操業状況

屯数 i魚

報告2(数「31一体一線数0 一

許可数
階層 さくらます

ト一一一一一一一一

29.99-25 2 1 64.284 

24.99-20 。 。

19.99-15 16 14 2 1 9.220 

14.99-10 B ι 2 5、211 

針 46 40 5 4 16.! 

L一一一一一 一一 」目

過去5ヶ年間における反当り漁獲尾数
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